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た。ノボシビルスク上空 500m における N2O は濃度が経年的に増加しているのに対し、窒素同位体比は減少して
いることが確認された。 
 一方民間航空機を使った観測は、日本と欧州を結ぶ路線上でシベリア上空における高度 10-12km 付近の大気を
サンプリングし、二酸化炭素(CO2)、メタン(CH4)、N2O、六弗化硫黄(SF6)、一酸化炭素(CO)、水素(H2)の各濃度お
よび CO2と CH4の安定同位体を測定した。サンプリングは 2012 年 4 月より月に 1 回の頻度で自動大気サンプリン
グ装置（ASE）を用いて行われたが、ASE を搭載できる航空機が 2014 年 3 月を最後に欧州路線を飛行しなくなっ




 Figure 1 は圏界面からの温位差（）ごとのサンプルの CO2濃度、CH4濃度、N2O 濃度、SF6濃度の時系列であ





層にある低濃度の CO2が冬季に沈降してくることが要因と思われる。上部対流圏の CH4濃度と N2O 濃度には目立
った季節変動はないが、経年的な増加傾向が観測された。これらの濃度増加率は地上での観測値とほぼ同等であ
った。対流圏の CH4 濃度は OH ラジカルとの反応によって地上付近では夏季に低くなる明瞭な季節変動を示すが、
上部対流圏のような低圧下では OH ラジカルとの反応性が低くなるために季節変動は明瞭ではなくなる。N2O は対
流圏での寿命が長いために濃度の季節変動は見いだしにくい。これに対して成層圏の CH4 濃度と N2O 濃度には非
常に大きな季節変動が確認できる。季節変動を作り出すメカニズムは CO2 と同様に、夏季の対流圏大気の流入と






































Figure 1.  2012年 4月から 2014年 3月にかけて北極域上空の上部対流圏と下部成層圏で観測された(a) CO2濃度、(b) CH4濃度、
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